
平成平成平成平成２２２２２２２２年度年度年度年度    第一回長野市第一回長野市第一回長野市第一回長野市社会福祉審議会障害者福祉専門分科会社会福祉審議会障害者福祉専門分科会社会福祉審議会障害者福祉専門分科会社会福祉審議会障害者福祉専門分科会    会議概要会議概要会議概要会議概要 

開 催 日 時 平成２２年６月１日（火） 午後３時から４時３０分 

開 催 場 所 第２庁舎１０階 会議室１８ 

委  員  出  席  者 １１名（欠席委員３名） 

傍聴者・ 
報道関係者 傍聴者 ２名 報道関係者 １名 

事 務 局 出 席 者 保健福祉部長（途中退席）、障害福祉課長、他障害福祉課職員９名 

公 開 ・ 非 公 開  公開 
分科会内容（概要） １ 開会 

 
２ あいさつ 
・保健福祉部長あいさつ（戸井田保健福祉部長） 
・会長あいさつ（芝波田会長） 
 

３ 報告事項 
・長野市社会福祉審議会への諮問 (小林補佐) 
 (仮称)長野市障害者基本計画策定にあたり、長野市社会福祉審議会への諮問報
告及び説明を行った。 

 
４ 議 事 
（１） (仮称)長野市障害者基本計画について 
 ア）計画策定について（宮本係長） 

・ (仮称)長野市障害者基本計画の策定について(資料１)を使用し、説明を
行った。 

イ）計画体系（案）について 
・現段階で各策定ワーキングから出てきている計画体系(案)について(資料
2)を使用し、説明を行った。 

  ウ）計画策定シートについて 
・現計画の第三次長野市障害者行動計画策定シート について(資料 3)を使用
し、説明を行った。 

  エ）障害当事者アンケートについて 
・障害当事者アンケート結果の概要について(資料 4)を使用し、説明を行っ
た。 
 

 ＜質疑・要望等＞ 
・ 今、作成している計画策定シートについての質問で「“事業評価の仕方
で数値目標を立てていく。”という説明があったが“数値目標になじま
ない事業評価の仕方はどのようにして今後の施策の方向性を示していく
のか？”」との質問があり、事務局としては、「数値目標になじまない
評価は、事務局で検討をし、次回の専門分科会でお示しします。」との
回答があった。 

・ 計画体系(案)についての質問で、「この体系案は体系案の決定報告とい
うことで受け取っていいのか？前回の第三次障害者行動計画では専門分
科会メンバーも一緒に策定ワーキングへ参加して計画を作ったので今回
はどうなのか？」との質問があり、事務局としては、「これはまだあく
までも体系案であるので、意見などがあれば策定部会で検討をし、それ
を策定ワーキング内で話合ったものを策定部会で協議をして検討したい
と考えている。基本的に各部会員の皆さんが計画素案として作ったもの
を皆さんへお示しし、ご意見をいただきたい。」との回答があった。 

・ “公共交通機関等の利便性の確保において”の要望で、「現計画では
“駅やターミナル等の施設整備事業者の充実を交通事業者へ要望してい
く。”とあるが、駅やターミナルなど区域を限定するのではなく、長野
市全体を視野に入れて計画をしていってほしい。」との要望があった。 

 
６ 閉会 
 


